
Interstage Interaction Manager V10 マニュアル訂正

本製品のマニュアルについて、訂正があります。
マニュアルをご覧になる場合には、訂正記事を合わせてお読みいただきますようお願いいたします。

１． 対象製品

◆Solaris
 ・ Interstage Interaction Manager  V10.0.0
 ・ Interstage Interaction Manager  V10.0.1

２． 対象マニュアル名/マニュアルコード

◆Interstage Interaction Manager V10.0.0
 ・ Interstage Interaction Manager V10 導入ガイド J2S0-0385-01Z2(01)
 ・ Interstage Interaction Manager V10 ポータル運用ガイド J2UL-1571-01Z2(02)

◆Interstage Interaction Manager V10.0.1
 ・ Interstage Interaction Manager V10 導入ガイド J2S0-0385-02Z2(00)
 ・ Interstage Interaction Manager V10 ポータル運用ガイド J2UL-1571-02Z2(01)

３． 訂正内容

1) 導入ガイド 付録D サイレントインストール
　　サイレントインストールの手順の実行例を以下のように訂正します。

 「1. インストールパラメーターファイルの作成」

　訂正前： cp <CD-ROM>/Manager1/iim_silent.properties /tmp

　訂正後： cp <CD-ROM>/Manager1/iim_silent.properties /var/tmp

 「2. サイレントインストールの実行」

　訂正前： mount /dev/デバイスファイル名 <CD-ROMマウントディレクトリ>
cd <CD-ROMマウントディレクトリ>
./CIR/cirinst.sh
./CIR/cir/bin/run.sh -s Manager1/SDD/IIM_SOLARIS_UI.xml -p /tmp/iim_silent.properties -c

　訂正後： mount /dev/デバイスファイル名 <CD-ROMマウントディレクトリ>
cd <CD-ROMマウントディレクトリ>
./CIR/cirinst.sh
./CIR/cir/bin/run.sh -s Manager1/SDD/IIM_SOLARIS_UI.xml -p /var/tmp/iim_silent.properties -c

2) ポータル 運用ガイド 5.1 バックアップ・リストア > Autopilotファイルのバックアップ・リストア
　　Solarisの場合、Autopilotファイルのバックアップおよび、リストアの手順の実行例を以下のように訂正します。

 「1. Autopilotファイルをバックアップします。」

　訂正前： 例) Autopilot機能中継サーバに配備するアプリケーション名が「tenant01id_aa2」、出力パスが「/tmp」の場合
cd /var/opt/FJSVisjee/domains/interstage/applications/j2ee-modules/tenant01id_aa2
zip -r /tmp/autopilot.zip autopilot

　訂正後： 例) Autopilot機能中継サーバに配備するアプリケーション名が「tenant01id_aa2」、出力パスが「/var/tmp」の場合
cd /var/opt/FJSVisjee/domains/interstage/applications/j2ee-modules/tenant01id_aa2
zip -r /var/tmp/autopilot.zip autopilot

 「2. Autopilotファイルをリストアします。」

　訂正前： 例) ファイルパスが「/tmp」、Autopilot機能中継サーバに配備するアプリケーション名が「tenant01id_aa2」の場合
unzip /tmp/autopilot.zip -d /var/opt/FJSVisjee/domains/interstage/applications/j2ee-modules/tenant01id_aa2

　訂正後： 例) ファイルパスが「/var/tmp」、Autopilot機能中継サーバに配備するアプリケーション名が「tenant01id_aa2」の場合
unzip /var/tmp/autopilot.zip -d /var/opt/FJSVisjee/domains/interstage/applications/j2ee-modules/tenant01id_aa2

3) ポータル 運用ガイド 5.9 負荷分散構成における設定操作 > Autopilot定義の登録
　　Autopilot定義を1つのファイルに集約する手順の実行例を以下のように訂正します。

 「2. マスタサーバで、Autopilot定義を以下のように1つのファイルに集約します。」

　訂正前： 例) Autopilot機能中継サーバに配備するアプリケーション名が「tenant01id_aa2」、出力パスが「/tmp」の場合
cd /var/opt/FJSVisjee/domains/interstage/applications/j2ee-modules/tenant01id_aa2
zip -r /tmp/autopilot.zip autopilot

　訂正後： 例) Autopilot機能中継サーバに配備するアプリケーション名が「tenant01id_aa2」、出力パスが「/var/tmp」の場合
cd /var/opt/FJSVisjee/domains/interstage/applications/j2ee-modules/tenant01id_aa2
zip -r /var/tmp/autopilot.zip autopilot
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 「3. マスタサーバ以外のサーバで、Autopilot定義を以下のように1つのファイルに集約します。」

　訂正前： 例) ファイルパスが「/tmp」、Autopilot機能中継サーバに配備するアプリケーション名が「tenant01id_aa2」の場合
unzip /tmp/autopilot.zip -d /var/opt/FJSVisjee/domains/interstage/applications/j2ee-modules/tenant01id_aa2

　訂正後： 例) ファイルパスが「/var/tmp」、Autopilot機能中継サーバに配備するアプリケーション名が「tenant01id_aa2」の場合
unzip /var/tmp/autopilot.zip -d /var/opt/FJSVisjee/domains/interstage/applications/j2ee-modules/tenant01id_aa2

4) ポータル 運用ガイド A.1 利用者管理情報コマンド > 実行例
　　exportの実行例を以下のように訂正します。

　訂正前： /opt/FJSVrcfmp/bin/iimadmin.sh sampletenantid export -y /tmp

　訂正後： /opt/FJSVrcfmp/bin/iimadmin.sh sampletenantid export -y /var/tmp

以上
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